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 今日から 12月。2020年も最後の月となりました。園庭の木々の葉っぱは残りわずかとなりました。

昨日は急にあられが降ってきてびっくり！もうすっかり冬ですね。 

 表現会まで 2週間。園内はダンスの音楽や劇のセリフが響いています。劇もダンスも、年少は普段の遊

びからのつながりを大切に、年中はお友達との関わりの深まりを表現し、年長は子どもたちの興味のある事

柄からお話や曲選びをし、子どもたち一人ひとりが表現する楽しさを感じられるように取り組んできまし

た。お面などの小道具や背景などの大道具も子どもたちと一緒に作っています。表現会当日は、お子さんの

様子と共に、舞台の隅々まで楽しんでくださいね。 

 

 

1２月のねらい  

 夏に楽しんだ泥んこ遊び。今また子どもたちの中でブームがやってきました。しばらくさわっていなかっ

たからかカチカチに固まっているのですが、水をかけたり棒でひっかいてみたり、子どもたちの試行錯誤す

る姿が見られます。気づいたら全身泥だらけになっている子もいますが、寒さも忘れるほどに夢中になって

いるのかもしれませんね。 

 

つくし ○保育者や友達と、簡単なルールのある遊びを楽しむ。 

    〇冬の事象や行事に興味を持つ。 

年少  ○保育者や友達と一緒に、表現することを楽しむ。 

    ○年末年始の行事や雰囲気にふれ、興味や関心を持つ。 

    ○身近な冬の自然の変化や季節に興味や関心を持つ。 

年中  ○冬を健康に過ごすための生活の仕方や習慣を身に付けたり、戸外で体を十分に動かして 

遊んだりする。 

    ○友達と共通のイメージをもち、表現する楽しさや達成感を味わう。 

    ○冬の自然や行事に興味や関心を持ち、年末年始の生活を準備するなど期待を膨らませる。 

年長  ○同じ目的に向かって協力しながら活動を進め、自分の力を発揮していく楽しさを味わう。 

    ○年末の社会事象や初冬の自然に興味や関心を持ち、生活に取り入れようとする。 

     

 

 

〇今年も白山手取川漁業協同組合さんが、ヤマメの卵を持ってきてくれました。玄関に置いてあるペットボ

トルの中にいます。先週末卵から生まれ、元気に泳いでいます。お腹にくっついている栄養がなくなるこ

ろ、川へ放してあげたいと思います。赤ちゃんはとても小さいので、そーっと見てくださいね。 

 

 

【バス通園の方へのお願いです】 

インフルエンザ等の感染症が流行する時期となりました。バスの中は常に換気を行い、除菌装置も置いて

あるのですが、万が一を避けるために、バスに乗る時は必ずマスクの着用をお願いします。マスク入れも持

たせて下さい。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

〇寒い日はジャンパー等の防寒着を着てきても構いませんが、子どもたちが自分で片付けができるように、

首のところに輪にした紐を付けてあげてください。手袋やマフラー等には必ず記名をお願いします。 

  

〇落とし物入れが靴下やハンカチの落とし物でいっぱいです。落とし主が見つからないものは処分させてい

ただきますので、心当たりのある方は今月中に確認してください。 

 

 

〇エコギフトによる頑張る幼稚園支援事業 

石川県では、エコ幼稚園認定施設（以下「エコ園」）が取り組む環境保全活動を評価し、特に優れた活動

を行っているエコ園に対し、環境教育教材や、これからの活動に必要な機材などを「エコギフト」として贈

呈しています。 

鶴来第一幼稚園は平成 26年にエコ幼稚園に認定されています。今年度「エコギフト事業」に応募したと

ころ、優秀賞に選ばれました。エコギフトとして、雨水タンクをお願いしてあります。砂場近くに設置した

いと思います。水にも限りがあることを実感できたらいいなと思います。 

エコギフト贈呈団体の活動を紹介するポスターが、今月下旬ごろ県庁に掲示されます。日程が決まったら

またお知らせしますね。 

 

 

 

 

 

今年はとにかく新型コロナウイルスに振り回された一年でした。今も、全国的に感染が拡大していて、い

つものように楽しい年末年始とはいかなさそうです。 

先日、こどものとも社さんの講演会に参加させていただきました。（今年は ZOOMでの受講でした。）そ

の時に月刊誌の編集者さんが、「子どもたちは世間の緊迫した空気や大人の無意識の緊張を敏感に感じ取っ

ているだろうと思います。だからこそ、今までと変わることのない安心できる時間やほっとできる場所が必

要なのだと思います。」とお話されていました。変わっていく生活にばかり目を向けていましたが、変わら

ないものを大切にしていきたいと改めて思いました。「お話の世界で自由に遊ぶ、絵本をきっかけに新しい

ものに出会う、絵本を読みながらあたたかな心のふれあいが生まれる」絵本にはまだまだたくさんの可能性

がありそうです。 

 １２月の園だより 
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